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神埼市「四か条の誓い」を一部改正
◎問い合わせ　神埼市青少年育成市民会議　☎44-2154

学校教育課　教育指導係　☎44-2384

神埼市四か条の誓い
　神埼市は、平成25年６月に「神埼市四か条の誓い」
を定め、これまで、子どもたちの規範意識を高める
ために様々な取り組みを行い、また、市民の皆さん
と一緒に「四か条の誓い」について考え、推進して
きました。設定から６年が経過し、見直しを行い、
よりよい誓いとなるように一部を改正しました。
　今回は、子どもだけでなく、ご家族や地域の方に
も知っていただくためお知らせします。

今回の改正箇所
一　五

ご

恩
おん

返
がえ

しをします
①小項目の「友の恩」と「地域の恩」の順番の入れ
替え

　人、地域、自然に対する恩という観点から順番を
入れ替えました。
②説明文に「自然」に対する畏敬の念をいだくこと
も大切であることを追記

　私たちは、自然から多くの恩恵を受けています。
自然とともに生きているという思いを育むために付
け加えました。

二　礼儀を重んじます
③小項目の「外国と文化」を「異文化理解」に変更、
それに伴う説明文の変更

　外国の方と交流する機会が多くなりました。交流
を通して、外国の文化を理解するだけでなく、日本
のよさ（礼儀など）を感じる心を育んで欲しいと考
え、付け加えました。

三　きまりを守ります
④「風習と習慣」の説明文の変更
　「風習」と「習慣」が同義のように記述されてい
たため、「風習」と「習慣」のそれぞれの意味を記
しました。また、価値に気づくだけでなく、よい「風
習と習慣」を守り続けてほしいとの願いを込め、変
更しました。

四　すべてのものに思いやりの心で接します

⑤小項目の「惻
そく

隠
いん

の情」とそれに伴う説明文の削除
　「惻隠の心」とは、「人に同情して忍びがたい心情」
を表しており、相手の立場に立って、ものごとを感
じ取るという側面もあります。小項目にある「親切
な心」や「人の痛みを感じる心」にも同様の意味が
含まれていることから削除しました。
⑥小項目に「協調性」を追加、また協調性に関する
説明を追加

　昨今、全国的に自己中心的な考えから起こるトラ
ブル等が多く見られるようになってきました。しか
し、これからの時代で、自己の考えを押しつけるの
ではなく、異なる意見を聞き、相手の立場を尊重す
ることが、よりよい社会を築くためには必要である
との考えをもとに追加しました。

　今後も、ご家族で話し合って、子どもたちの発達
段階に応じた内容で「誓い」を立てていただくよう
お願いします。
　なお、この取り組みは、家庭・学校・地域・青少
年育成市民会議のご支援・ご協力を受け、今後も推
進していきます。また、日頃から「四か条の誓い」
にご理解・ご協力をいただいている皆さんに心から
お礼を申し上げます。
　今後も皆さんとともに、神埼市「四か条の誓い」
を通して、素直で心優しい子どもたちの育成に努め
ていきます。
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一　五
ご

恩
おん

返
がえ

し　をします
父母の恩・先生の恩・友の恩・地域の恩

・自然の恩

三　きまり　を守ります
約束・きまり・義務と責任
・正しいことをやり抜く・風習と習慣

二　礼儀　を重んじます
あいさつ・時を守る・長

ちょう

幼
よう

の序
じょ

・品格ある作法
・異文化理解

四　すべてのものに
　　思いやりの心　で接します
親切な心・人の痛みを感じる心・いじめない心
・実行する強い心・協調性

　上の５つを「五
ご

恩
おん

」として定めます。

　「恩」とは、遠い昔の「日本書紀」の時代から、「恵
めぐ

み」

「慈
いつく

しみ」「情
なさ

け」のことであると理解されてきました。

現代では、人から受ける感謝すべき行為のことと理

解されています。

　小学校高学年ぐらいになると、感謝の気持ちを素

直に伝えることの難しさも感じはじめます。まずは、

お世話になった人々に、「ありがとう」といった感

謝の気持ちを言葉として伝えることが大切です。

　また、人は「自然」と共に生きていることを実感

し「自然」に対して畏敬の念をいだくことも大切で

す。

　子どもが成長することは、同時に社会や集団の

様々な規範を身に付けていくことでもあります。ま

ず、約束やきまりを守ることができるようにするこ

とが必要です。さらに、法やきまりのもつ意義につ

いて考え、それを守り、自他の権利を主張するとと

もに義務と責任を果たす精神をしっかり身に付ける

ように指導することが求められます。また、人とし

てやってよいこと、社会通念としてしてはならない

ことをしっかりと区別したり、判断したりする力は、

子どもたちが幼い時期から徹底して身に付けていく

べきものです。

　「風習」には、その地域に伝わる行事やならわしが、

「習慣」には、早寝早起きのような生活習慣がありま

す。長い歴史の中で培われてきた「風習と習慣」の

意味や価値をあらためて考え、これからも守り続け

ていきます。

　「礼儀」は、相手の人格を尊重し、相手に対して

敬
けい

愛
あい

する気持ちを具体的に示すことであり、心と形

が一体となって表れてこそ、その価値が認められる

ものです。時を守ることも礼儀の一つです。

　「長
ちょう

幼
よう

の序
じょ

」とは、年長者と年少者との間にある秩

序のことであり、「品格」とは、その人やものに感

じられる気高さや上品さのことです。してはならな

いこと、言ってはならないことをわきまえた態度や

言葉遣いができることも、立派な品格ある作法の一

つです。品格ある作法とは、具体的にどのようなも

のかを示していきながら、それが礼儀としても素晴

らしい価値のある行為であることを教えてください。

　国際化への対応が一層重要になってきています。

外国の人々や異なる文化に対する理解を深めること

で、我が国の礼儀の価値など、

日本のよさにも気づくことがで

きると思います。

　「思いやり」とは、相手の立場を推し量り、自分の

思いを「人・もの・こと」に向けることです。その心は、

他の人の立場を尊重しながら、親切にし、いたわり、

励ます生き方として現れます。他者への深い理解と

共感がなければならず、単なるあわれみの心とは違

います。

　また、相手のことを考えながら行動するには「協

調性」が必要です。協調性とは、他の人と物事をう

まくやっていくということだけでなく、自分と異な

る考えに対して、相手を尊重しながら互いに意見を

出し合い、よりよい社会の形成を目指していく資質

だと考えます。自分の考えを押しつけるのではなく、

相手の立場を尊重し、相手の考えをよく聞いたうえ

で考え、行動することが大切です。

「四か条の誓い」詳細
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市長の部屋

ふ
る
さ
と
納
税
に
思
う
こ
と
・・・
感
謝
で
す

　

今
回
は
、
私
が
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
に
つ
い
て
思
う
こ
と
を
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、
平
成

20
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で

す
。「
各
自
治
体
（
ふ
る
さ
と
や

地
方
団
体
）」
と
「
各
自
治
体
の

様
々
な
取
り
組
み
を
応
援
す
る
納

税
者
の
気
持
ち
」
を
橋
渡
し
し
、

支
え
合
う
仕
組
み
で
あ
る
と
と
も

に
、
地
方
自
治
体
が
自
ら
財
源
を

確
保
し
、
様
々
な
施
策
を
実
現
す

る
た
め
に
有
効
な

手
段
と
な
っ
て
い

ま
す
。
国
は
、
全

国
に
お
い
て
人
口

減
少
が
深
刻
化
す

る
中
で
、
地
域
資

源
を
最
大
限
活
用

し
、
地
域
経
済
を

再
生
さ
せ
て
い
く

う
え
で
、
重
要
な

役
割
を
果
た
す
制

度
で
あ
る
と
、
強
調
し
推
進
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

神
埼
市
は
、
初
期
段
階
で
こ
の

制
度
の
趣
旨
を
純
粋
に
理
解
し
、

特
段
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
こ
と
も
な
く

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
し
て
、
毎
年
、
神
埼
市
に
心
あ

る
有
志
の
方
か
ら
「
ふ
る
さ
と
納
税

寄
付
」
を
頂
戴
し
て
き
ま
し
た
。
中

で
も
特
に
平
成
21
年
度
の
1
億
円
の

寄
付
に
は
、
県
内
首
長
の
間
で
は
大

き
な
関
心
と
話
題
に
な
っ
た
こ
と
を

鮮
明
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。
真
に
あ

り
が
た
い
浄
財
で
あ
り
ま
す
。
よ
り

意
義
あ
る
こ
と
に
充
当
さ
せ
て
も
ら

う
こ
と
を
心
に
決
め
た
こ
と
も
思
い

出
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
寄

付
額
の
推
移
は
右
表
の
通
り
で
す
。

　

ご
覧
い
た
だ
く
と
、
平
成
20
年
度

か
ら
27
年
度
に
お
い
て
は
、
国
の
示

し
た
趣
旨
に
の
っ
と
っ
て
心
あ
る

が
、
平
成
28
年
11
月
か
ら
ネ
ッ
ト
サ

イ
ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
を
活

用
し
、「
佐
賀
電
算
セ
ン
タ
ー
」
と

委
託
業
務
の
契
約
を
結
び
ま
し
た
。

結
果
は
、
先
の
表
の
と
お
り
増
額
と

な
り
ま
し
た
。
な
お
、
平
成
30
年
９

月
に
「
楽
天
」
と
「
さ
と
ふ
る
」
の

サ
イ
ト
を
活
用
し
、
歴
然
た
る
結
果

を
得
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
間
に
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
に
お
け
る
返
礼
品
規
制
に

つ
い
て
国
か
ら
の
通
達
、
指
導
が
幾

度
と
な
く
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
今

日
は
、
新
た
な
基
準
を
満
た
す
自
治

体
の
み
が
制
度
を
活
用
で
き
る
認
可

制
と
な
り
ま
し
た
。既
に
、新
聞
・
テ
レ

ビ
報
道
で
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

市
の
令
和
元
年
度
予
算
に
お
い
て

は
、
昨
年
の
実
績
を
も
と
に
当
初
見

積
り
で
２
億
５
千
万
円
と
し
て
お
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
４
月
か
ら
６
月

ま
で
の
３
ヶ
月
間
で
、既
に
２
万
１
，

６
６
６
件
、
２
億
４
千
万
円
強
の

昨
年
同
等
の
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
の

で
、３
億
５
千
万
円
の
追
加
補
正（
６

月
議
会
）
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

県
下
の
納
付
額
順
位
は
別
と
し

て
、
こ
の
寄
付
増
額
現
象
は
、
ネ
ッ

ト
サ
イ
ト
を
拡
げ
た
こ
と
と
、
職
員

一
人
ひ
と
り
が
宣
伝
し
て
く
れ
て
い

方
々
か
ら
の
ご
寄
付
を
頂
い
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

一
方
、
平
成
26
年
度
か
ら
27
年
度

に
か
け
て
、
県
内
の
自
治
体
で
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
額
の
急
激
な
伸

び
を
示
す
報
道
が
見
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
市
民
の
方
か
ら
「
神
埼

は
ど
が
ん
し
よ
っ
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
都
度
、
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
の
趣
旨
を
語
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
ま
た
、
市
議
会
で
も
ふ
る
さ
と

納
税
額
を
ア
ッ
プ
す
る
手
立
て
を
要

求
す
る
発
言
・
提
案
を
受
け
て
ま
い

り
ま
し
た
。
殊
に
、
み
や
き
町
の
取

り
組
み
方
を
研
究
し
、
同
様
に
早
々

取
組
む
べ
き
だ
と
叱
責
に
近
い
意
見

を
頂
き
ま
し
た
が
、調
査
は
行
う
が
、

全
く
同
様
な
こ
と
は
で
き
な
い
旨
の

答
弁
を
さ
せ
て
貰
っ
た
も
の
で
す
。

　

い
ろ
ん
な
ご
意
見
を
受
け
な
が

ら
、
市
と
し
て
検
討
し
た
結
果
、
平

成
27
年
度
か
ら
返
礼
品
の
見
直
し

を
行
い
、
28
年
度
、
29
年
度
と
見
直

し
を
重
ね
今
日
の
返
礼
品
数
（
３
４

２
種
類
：
７
月
19
日
現
在
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
但
し
、
国
が
示
す
返
礼

品
と
、
還
元
率
30
％
以
内
を
守
る
も

の
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｐ
Ｒ
に

つ
い
て
は
、
首
都
圏
ふ
る
さ
と
会
や

大
都
市
圏
の
佐
賀
県
人
会
な
ど
に
出

向
き
直
接
依
頼
を
行
っ
て
い
ま
し
た

る
こ
と
も
大
き

く
起
因
す
る
と

思
い
ま
す
が
、

何
よ
り
も
市
民

一
人
ひ
と
り
の

皆
さ
ま
が
、
親

戚
身
内
、
友
人
、

知
人
に
Ｐ
Ｒ
し

て
い
た
だ
い
て

い
る
お
陰
で
あ

る
と
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
い

た
だ
き
ま
し
た

お
金
は
総
合
計

画
実
現
に
向
け

活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の

で
、
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
活
用

に
ご
理
解
ご
支

援
を
切
に
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ふ
る

さ
と
納
税
制
度

の
詳
細
を
知
り

た
い
方
は
総
務

企
画
部
政
策
推

進
室
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

　
神
埼
市
長
松
本
　
茂
幸

返礼品の上位商品（平成30年度）    
品     名 件数 人数 寄付金額（千円）

１ 最高評価特Ａ米「さがびより」10kg 10,807 8,747 113,173
２ 香月さんちのいちご（さがほのか）280g×4パック 1,184 1,070 13,525
３ 高級もち米「ひよくもち米」10kg 1,010 884 10,945

ふるさと納税寄付件数・額推移	 	
年度 件数 金額（千円）

平成20 13 2,502
平成21 9 102,975
平成22 11 2,895
平成23 11 3,340
平成24 11 6,960
平成25 16 2,630
平成26 14 5,190
平成27 20 7,430
平成28 731 25,913
平成29 2,231 47,127
平成30 14,950 249,925
令和元 21,666 241,219

※令和元年度は６月末日現在


